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「多様性」を考えるときに

　多様性が尊重される社会をつくる
には、まずマジョリティ側の人々が
自分のマジョリティ性とそれに付随
する「特権」に気づくことが大前提
です。私たちは、「多様性」と聞く
と、マイノリティを思い描きますが、
実はマジョリティもその一員である
ことにまず気づくべきでしょう。で
は、マジョリティとマイノリティは
どこが異なるのか。それは、マジョ
リティは、属性において「労なくし
て得られる優位性」すなわち「特
権」をもっている点です。でも、多
くの人は「自分は特に優遇などされ
ていない」と感じているのではない
でしょうか。
　例えば、自動販売機や電車の改札
機などが右利きの人が使いやすいよ
うに設計されていることについて、
右利きの人は気づいていないことが

多いと思いますが、左利きの人は不
便さを感じたり、それを使用するた
びに「右利きの人に対して配慮がな
されている」と実感したりしている
ことが多いでしょう。右利きか左利
きかは、いわば生まれつきのもので、
そのようなたまたま与えられた属性
によって、必要とされる苦労や努力
が異なってくる。この違いこそが、
両者の間の “ 力の非対称性 ” です。
　この社会は、マジョリティへの合
理的配慮のもと、つくられているた
め、マジョリティは気づかないうち
に、さまざまな生きやすさを手に入
れています。それらが、マジョリ
ティにとっての「普通」「当たり
前」になると、同じ社会構造の中で、
マイノリティが多くの苦労や生きづ
らさを抱えて生きていることに対し
て、「私のようにがんばればできる
のに」「なぜ不満ばかり口にするの
か、まずは努力では？」とマイノリ
ティの側にいる人々の資質や姿勢を
問題視しがちです。でも、もともと
の生きづらさの原因は構造にあるの
です。

マジョリティにできること

　マイノリティが尊重される社会を
つくるには、今の社会を構造から変
えるため、より権力をもつ側である
マジョリティには、「アライ（ally）」※

として、変革のために行動してほし
いと思います。

　まずすべきなのは、マイノリティ
がどういう点に生きづらさを感じて
いるのかに耳を傾けることです。そ
れによって初めて、この社会の構造
的な不公正への理解が深まります。

特権をどう使うか

　マジョリティが特権をもつことは
決して悪いことではなく、特権をも
つことを恥じたりする必要はありま
せん。ただし、その特権をどう使う
のかが問われます。たまたま自分の
属性が優遇された社会に生まれて

「ラッキー」で終わるのか、特権を
使ってより社会が公正になるために
変革を促す側に回るのかは、皆さん
自身が決めることです。
　特権をもつことは、さまざまな選
択肢をもつことでもあります。あな
たがもしマジョリティなら、その特
権を何のために、誰のために使うの
か、一度、考えてほしいと思います。
※マイノリティ側の人々の味方となって、寄り添い、連
帯するマジョリティ側の人々を「アライ（ally）」とよぶ。

感情は、どのように理解できるか	
──ノンバーバルコミュニケーションから

　他者の気持ちを想像するというのは、大人にとって
も難しいことです。
　ここで一つ、体験してみてもらいたい例題がありま
す。下のイラストの人物は、今、どのような気持ちだ
と思いますか。次の二つの答えの中から選んでみてく
ださい。
　Ａ　やった！ 応援していたチームが勝った！
　Ｂ　なんだ？ 文句があるのか ?!
　答えが A・B どちらにも当てはまりうると迷った方
も多いのではないでしょうか。「表情」や「しぐさ」
には人類共通の表し方があるのだと考える立場もあり
ますが、例題からもわかるように、その表し方は、そ
の場の文脈や個人の経験によって異なってくるものだ
という考え方もあります。ノンバーバルな情報だけを
もとに、その人の気持ちを適切に判断することは、実
際には難しいといえます。
　それを理解させるために、まずは子どもたちにも同
じように、「表情」「しぐさ」だけをもとに気持ちを想
像させてみましょう。それから、子どもたちが想像し
たのとは異なる文脈に変えた場合についても考えさせ
ます。人によって受け取り方やその判断理由が違った
り、文脈によって受け取り方が変わったりすることは、
子どもたちにとって大きな驚きとなります。人を「怒
りん坊」「泣き虫」などと決めつけることは間違いで
あり、他者の気持ちを理解する際は慎重であるべきだ

と、学ぶことになるでしょう。

感情の表出は、どのように発達するか

　今度は、人が気持ちをどのように表現しているか、
その発達について考えてみます。例えば友達からプレ
ゼントをもらったとします。その場で、喜び勇んで包
みを開けたとき、がっかりするものが出てきたとした
らどうでしょう。こうした場面でどのような反応を見
せるか、小学生を対象にした調査があります。低学年
では、明らかに「えー」という不服そうな表情を見せ
る子がいるいっぽう、中学年になると「ちょっと困った、
無表情な顔」をする子が増え、高学年になると「うれ
しい、ありがとう」と笑顔で返せる子が増えてくるよ
うです。
　年齢が上がるにつれて、相手が自分のことを考えて
くれたことや、相手を傷つけないためにどうしたらよ
いかなど、あれこれ考えて自分の気持ちを調節するこ
とができるようになるのです。これを発達心理学では、

「嘘をつくのが上手になった」と理解するのではなく、
「ソーシャル・ディスプレイ・ルール（社会的表示規則）」
を獲得したと理解します。文化や社会の慣習と結び付
いた気持ちの表し方のルールが身についてきた、とい
うことです。
　こうしたスキルは、日常生活でさまざまな経験を重
ねることにより身についていきます。「すぐ怒ると友
達から嫌われる」などと保護者や仲間から直接言われ
るなどして、自分の感情を調整する練習をしていくわ
けです。大人には、状況やトラブルをよく把握したう
えで、子どもの感情の理解や表出のしかたをもとに、
何が問題かを子どもにわかりやすく説明し、具体的な
解決法を示すことが望まれます。
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